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３．市川市総合計画の構造と期間（案）

（年度）

次期総合計画の構造及び期間について

現在

●市制施行100周年 ●市制施行110周年

○少子高齢化への対応（結婚・就労・子育て・健康など）
○カーボンニュートラルの実現
○防災・減災による災害に強いまちづくり（首都直下型地震への備え）
○広域行政の在り方
○新湾岸道路・都市計画道路・北千葉道路の整備促進
○地域経済の活性化
○地域コミュニティの再構築 など

496,676 497,232 493,082 485,113 474,714 463,343 449,514
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200,000

400,000

600,000
0～14歳 15～64歳 65歳以上 計

I&Iプラン21(現総合計画)
基本構想(25年間）

第三次
基本計画

重点推進
プログラム

※現在の出生率等の動向がそのまま継続した場合

（実数）

（将
来

人
口

）

●市制施行90周年

次期総合計画期間

次期総合計画

将来人口推計

高齢化率22%高齢化率21% 高齢化率24% 高齢化率27% 高齢化率30% 高齢化率33% 高齢化率34%

令和５年度第２回市川市総合計画審議会
令和５年１１月６日

資料２－２

〇現総合計画をもとに進めてきたまちづくりを踏まえ、長期的な視点として四半世紀先の２０５０年を展望した「新しい総合計画」を策定
する。

〇市民や職員にも分かりやすい、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の３層構造を維持する。
○「基本計画」は8～９年で見直し、「実施計画」は毎年度見直すことで、時代の変化に柔軟に対応する。

３層構造を維持しながら、急速な時代の変化にも対応し続ける。

毎年度見直し

基本構想(25年)

基本計画(9年) 基本計画(8年) 基本計画(8年)

実施計画(3年)

展
望
す
る
将
来実施計画(3年)

取り組むべき行政課題

●カーボン
ニュートラル

●団塊Jr.世代
が75歳以上
(後期高齢者)
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